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参
議
院
選
挙
結
果
を
踏
ま
え
た
石
破
内
閣
の
経
済
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

物
価
高
が
続
く
中
、
国
民
生
活
は
苦
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
計
を
直
接
的
に
支
援
す
る
施
策
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。 

 

最
近
の
世
論
調
査
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
産
経
新
聞
だ
と
、
消
費
税
に
関
し
、
「
今
の
税
率
を
維
持
す
べ
き
だ
」
は
二
十

三
・
〇
％
に
と
ど
ま
り
、
七
割
以
上
が
減
税
や
廃
止
を
求
め
る
一
方
、
現
金
給
付
に
関
し
て
は
「
給
付
を
実
施
し
な
い
方
が
よ

い
」
が
五
十
六
・
〇
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
毎
日
新
聞
だ
と
、
物
価
高
対
策
と
し
て
重
視
す
る
政
策
と
し
て
、
「
現
金
給
付
」

十
六
％
、
「
消
費
減
税
」
四
十
九
％
と
い
う
よ
う
に
、
「
給
付
金
の
実
施
」
よ
り
も
「
消
費
税
の
減
税
」
等
を
望
む
声
が
多
数

を
占
め
て
い
る
。
直
近
で
執
行
さ
れ
た
第
二
十
七
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果
、
「
消
費
税
の
減
税
」
等
を
訴
え
た
野
党

が
参
議
院
で
も
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
民
意
を
受
け
、
石
破
内
閣
が
今
後
ど
の
よ
う
な
経
済
政
策
を
実

施
す
る
の
か
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

食
料
品
に
対
す
る
消
費
税
率
ゼ
ロ
％
の
導
入
を
含
め
、
消
費
税
の
減
税
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
仮
に
現
時
点
で
予

定
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

自
民
党
が
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
公
約
と
し
た
「
現
金
給
付
」
の
具
体
的
な
実
施
時
期
、
対
象
範
囲
、
支
給
額
お
よ
び
財



 

２ 

 

源
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の
政
府
の
方
針
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 
自
民
党
の
森
山
幹
事
長
が
参
議
院
選
挙
期
間
中
に
実
施
を
明
言
し
、
七
月
三
十
日
、
与
野
党
で
合
意
に
至
っ
た
ガ
ソ
リ
ン

税
の
暫
定
税
率
の
廃
止
に
つ
い
て
、
「
今
年
中
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
す
る
」
と
い
う
約
束
は
、
政
府
と
し
て
い

つ
ま
で
に
実
施
す
る
方
針
か
。
具
体
的
な
工
程
と
時
期
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


